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【新千歳空港の飛行方式改正】 
 

1. 状況・背景 

2026 年 6 月 11 日付で、新千歳空港の飛行方式が

改正されました。注目すべき点はILS RWY01R/L の

IF に待機経路が新設されたことです。 
         旧        新  

 

2. 待機経路新設により何が明確になったか・・・ 

新千歳空港に南から ILS RWY01R により進入する 

到着機が、NAVER（飛行計画の最後の Fix）以前に 

通信機故障になった場合、① STAR の開始点でもあ

り待機経路が設定されているNAVER で待機するか、

② 計器進入方式（ILS RWY01R）の開始点であるが

待機経路が設定されていない（MHA による高度の 

保証がない）YOTEI で待機するか疑問がありました。 
 
今回、YOTEIに待機経路が設定されたことで、通信機
故障時の飛行方法が明確、かつ一般的なものとなりま
した。 
 

3. 改正前の疑問点・・・「目的地の上空」とは 

航空法施行規則第 206 条 2 号イでは、「飛行計画に

よる航路に従って、当該飛行計画による最初の着陸地

（目的地）の上空（目的地へ進入する地点として特定

の航空保安無線施設又は地点が指示されている場合は

その上空）」へ向けて飛行することとなっています。 
 
しかし、「最初の着陸地の上空」が具体的に何処かは、

ICAO Doc 4444 PANS-ATM 15.3.3 に も

「appropriate designated navigation aid or fix 

serving the destination aerodrome」としか書かれ

ていないことから、必ずしも明確ではありません。 
 

4. 航空法施行規則の解釈 

１）ICAO Doc や航空法施行規則が制定された時代に

おいては、飛行場近傍に設置された航空保安無線施設

が IAF となっており、そこから（基礎旋回を介して）

進入を開始することがほとんどでした。したがって  

飛行場近傍の航空保安無線施設（計器進入開始点）が

飛行計画経路の最後の Fix であることが多かったもの

と思われます。実際、2010 年代前半まで南から新千

歳へ向かう飛行計画では、CHE が最後のFix でした。 
 
２）ICAO Doc 4444 15.3.3 には上記Fix 等へ至っ

た後、「Complete a normal instrument approach 

procedure as specified for the designated 

navigational aid or fix」と記述されています。その

ため当該 Fix での待機後は計器進入方式を行うことの

みが想定されており、当該Fix での待機後にSTAR を

飛行することは想定されていないと解釈できます。 
 
つまり空港から 40NM も離れた STAR の開始点
（NAVER）で通信途絶機が進入開始時刻まで Hold
することは想定されていなかったでしょう。 
 
３）現在では目的飛行場を管制承認限界点とした管制

承認が発出されていますが、出発時の管制承認発出時

において進入開始Fix までの経路（STAR 等）が明確

にされていないことが多く、通常は「Flight Planned 

Route」との管制承認が発出されます。そのため  

「（高度変更を伴わずに）目的飛行場まで飛行する権限

は与えられているが、使用滑走路未定等の理由により、

飛行計画上の最後の地点以降の経路（STAR 等）は 

明確になっていない」状態で飛行しています。 
 
したがって、飛行計画上最後のFix がSTAR 開始点で

ある場合、それ以遠の経路は明確ではないものの、  

計器進入開始点（YOTEI）まで飛行する承認は得られ
ており、STAR を経由して計器進入開始点まで飛行 
することができます。 
 
1）2）３）より、「最初の着陸地（目的地）の上空」
は計器進入方式の開始点と考えるのが一般的です。 

このためAIM-Jにも以下の記述があります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
この「ATC再発見Radio Telephony Meeting」は、JAPA ATS 

委員会とATCAJ技術委員会が参加している R/T Meeting

で討議されたテーマを共有して、「安全で効率の良い運航と

航空管制」のために発行しています。 

 

AIM-J 781項 【通信機故障時の飛行方法】 
注２）計器進入を開始するフィックスおよび当該

フィックスへの経路が明確でない場合は、パイロ

ットが知り得た最新の情報により、使用されてい

ると思われる計器進入方式の開始点に向け

（STAR があればSTAR に沿って）飛行する。 

 


